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<要旨> 

 伝統工芸品の持続可能性の問題について、伝統的な観点、経済的な観点両方から考察して

いる。世界において貿易が盛んになり、競争社会となった今、手づくりの職人たちは機械製

品相手に伝統を維持するために奮闘している。ここで取り上げられているのは、インドの

Sarthbari と Hajo において盛んな伝統的な真鍮や金属加工である。現代の消費者のニーズ

に合わせて生産する職人は、従来通りに生産する職人よりも収入が安定するため、彼らの子

孫にもその仕事をすすめる。しかし、製造法やデザインを変えることは伝統を維持する点に

対して問題がある。市場と職人の観点から考察し、現在の産業と未来の可能性を強調するこ

とを目的としている。 

 

 

感想：往年素晴らしく美しい金属の工芸品も、現代の需要に沿わない、また単純に職人の数

が少ない等の理由で生産されていないものが多い。現地の顧客は、伝統的な装飾を買いたい

と思うが、十分な量が生産されていないため、海外から輸入されたものを買うケースもある

そうで、職人不足の問題はどこの伝統工芸品産業も一緒であることがわかった。論文中に、

職人がよりシンプルで時間短縮できる道具を手にすれば従来の物をより多くの数を再生産

させることができる、とある。伝統産業において経済的に成長させるためには現代の消費者

のニーズに合わせることが必要でるということしか頭になく、職人の努力と時間を抑えて

同じクオリティのもができる道具や技術の開発することも貢献できるということは納得で

きるが、この金属工芸品に適応できる技術はあるのかが気になった。 


